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研究分野：複合新領域 
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１．研究計画の概要 
(1)ユーラシアの主要アクターであるロシア、
中国、インドの存在が国際社会に与える影響
の深度と広がりを分析し、翻って国際社会の
側がこれらの「地域大国」とともにどのよう
な新秩序を形成していくかを展望する。 
(2)「冷戦後世界」という文脈でロシア・中国・
インドを位置づける際、冷戦期と冷戦後の秩
序の相違及び変化の文脈で三国の位相を検
討する。 
(3)ユーラシア地域大国が地域内外でどのよ
うな行動をとろうと絶えず、米国の存在や反
応を強く意識した外交を行っている点を鑑
み、米国の動向もあわせて追跡する。 
(4)ワシントンを手始めに北京、デリーなどの
研究機関との共催事業も実施する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)ロシア、中国、インドの地域大国外交を国
際関係全体のなかで位置づけるべく、これま
で十分に協力関係があるロシア以外で、米国
、中国、インドなどの研究機関やシンクタン
クとコラボレーションを行い、共催シンポジ
ウムやセミナーなどを実施した（米国ブルッ
キングス研究所と４回、米国東西センターと4
回、中国辺疆地史研究所と2回、中国国務院発
展研究センターと1回、インド戦略研究所と1
回）。その成果の多数はオンライン・ジャーナ
ルなどで刊行されている。 
(2)冷戦史研究について、米露中印の研究者及
び研究機関と国際的なネットワークを結成し
、これに日本の冷戦史研究者を関与させるこ
とに成功した。平成22年度の国際政治学会札
幌大会でエズラ・ボーゲルとヴォイチェフ・
マストニーを招請してロシアと中国を中心と
した冷戦史にかかわる特別セッションを行っ

た。 
(3)平成21年度と22年度の国際政治学会でユ
ーラシア地域大国比較にかかわる部会を組織
し、国内の中露印の研究者が一同に集まり、
議論する画期的な場を作った。 
(4)日本におけるインド外交研究を強化する
ため、インドの若手研究者を公募で招請した
。21年度はハッピモン・ジェイコブ氏（ネル
ー大学）、22年度はシャムシャド・ハーン（戦
略研究所）であり、2人とも日本の研究コミュ
ニティで報告し、論文を寄稿した。インドに
関しては笹川平和財団との共催により、日印
対話にかかわるセミナーなどを組織した。 
 以上の事業を通じた、ユーラシア地域大国
の外交関係及び対外行動比較を議論する理論
的枠組が徐々に形成されつつあり、本学術領
域研究のプロシーディングなどでその成果の
一部は公刊された。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）米国、中国、インドの研究機関との
コラボレーションは当初から予定していた
が、ブルッキングス、国務院関係の研究所、
インド防衛省のシンクタンクといった、まさ
に対外政策コミュニティのもっとも代表的
な研究機関とこの密度で共同事業ができる
とは予想していなかった。また当該事業が進
めた冷戦史研究の世界ネットワークが国際
政治学会との協働により、日本の一線の研究
者群に多大な影響を与えたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)冷戦史研究を中心とした国際シンポジウ
ムを日本で開催する。 
(2)冷戦後研究に関するこれまでの研究蓄積
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を総括するようなシンポジウムを行い、その
成果を海外のシンクタンクとの共催により
世界にも発信する。 
(3)研究成果を書籍として刊行することを目
指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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